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HITACHI 

Inspire the TSlext 

(システムキッチン用ビルトインタイプ） 

工事される方へのお願い 

この設 a 工事说明霱は天ぶら鎬.取扱銳 
明 ■. 保証 * とともに必ずお客搽にお a 
しください。 


安全のため必ずお守りください 


投面をする前に，この設»エ學锐明菌をよくお K みになり，正しく工事をしてください。 

ここに示した注思學項は.お使いになる人や他の人々への危 S や財産への攢 S を未然に防止するために®®な内容で T 
ので.必ずお守りください。表示と思味は次のようになっています。 


△轚告 

この表示を無視して誤った取 D 扱いをする 
と、人が死亡または*®を負う可癒性が想 
定される内 S を示しています： 

△棚 

この表示を無視して誤った取り扱し、をする 
と.人が播害を負う可能性が想定ご n る内 

3および物的播 s のみの発生が想定される 
内容を示しています， 


絵表示の例 • — _ 

A 〇 ❶ 


この E 号は注慂(危険 • 霤 g を含む）をこの記号は祭止の行為であることを告この記号は行為を強制した0指示する 
促す内容が®ることを告げるちのです けるもので T , 0の中や近傍に B 体的内容を舌げるものです，0の中や近傍 
図の中や近傍に貝体的な:内容が描な S 止内容が描かれています。 に貝体的な指示内容が择かれています t 
か nr います， 


A 轚告 

設1■工事は、この r 投圔工事脱明窗 j に従って、 

確実に行う(ルーカ-は r 切 j にして斤^てください） 

股蘭に不_があると. mm 火災の rh 

2851配線工事は、茁気設備技術基準等間連 A 
する法令 • 規則等に従って必ず「法的有 S ^9 
格者」が行う 

泪杜 • 固定が不完全な壩合は. Mm - 火災の朗因 

20 0 V — 30 A 以上の再用回路と瀬箱しゃ断 A 
器を設 b する SB 

このエ擊をしないと.配罐部が*常発熱する恐れ n 
が®〇.感電•火災の两因となります， 

アースエ事は、箱気設備技術基準等閲連す Mh 
る法令 • 規則等に従って必ず「法的有资格 vy 
者」による D 種接地工事を行う 

1アース®はガス g . 水通 g . e ® 針. sr 益のアース！*に 
接挤しないこと 
»» 時に©霭の恐れ 

絶対に分解 • 修理 • 改造は行わない / < F \ 

発火 • s 常動作してけがをする恐れ vV 


△注意 

トッブプレートに ffitt を加えない / C >, 

万一ひびが入った0期れると. 8 熟 • 興常動作 • ly 
感電の睬因 

カウンタートップの材料は、酎热材料のものを使う 

熱腰化粧板 (JISK 6903) またはこれと 
同等以上のちの 

駙热性の低い材科を使用すると.変形 • 火災の麻 
因になります。 

※ニス引きの&のは変色するため.使わないでく 
ださい。 

試運転中は、トッププレートやロースター 
ドアなどの裔温部に触れない voU 

やけどの恐れ 接止 

V 
















舞るだけ c< taocmLa) 

< cm \. 





mwirr ，鬱遍置サ 

曹羼 3SC^M1 001 ： ¢ 雄 A 汍鬱 An 螫霄 9 各：と • 
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■矚喝 

Lv : 二^^ 「 T : ^■ji 1 


參この fflffi は.通切な電 SIX 寧と股■がされていませんと性能が十分発澤で S ないばかりか. WR などの危»が生じる 
場合が¢0ますので.この投鼸エ攀肤明蘭をよくお R みのうえ.適切なエ攀をお願い致します • 

參霉洱エ寧は.必ず(■電気工學士 J の免於をお持ちの方が行つてください. 

_エ擊^7後は.必ず r エ攀充了 VKOfiffiJ を行 U おご KK くださし、 

國 S のをして< ださい- 

^ Jl /- パー 明•擗*カバー 供 _ 天ふら鍋 

Ifl Ifl ~ _ Ifll 16 


〈専用回路の設匾（単相200V) 


8.WK 力 y< 

申 CMDt _ 


左ヒーター (3.000 W )- 
111 


投!■するときは、火災予防条例に墨づき、 
必ず可燃物との離限距■を守る 

が近いと火災の頭因 


△お願い 


* 源 « W およびアース»は、プラグを外し 
て H 結しない 

漏•やショートによる想»免火の摩因 


プラグの刃および刃の取付面に、ほこりが 
付着していないことを確認し、ガタのない 
よう根元まで播実に差し込む 

ほこ〇が付晒した;〇.接嫌が不究全な®合 . sm 
や火災の两因 


※取扱説明 _. 保^!■があることを®达してください》 




器具の苕靈 

»謙の太さ 

コンセントの形状 

30 A 

02.6 mm 

1 . 摩相20 0 V 用（接地*付） 250 V -30 A 



設置場所の確認 


• 5防条^讎 UMK 8 mmR 59^ こ從つて fld ■してください • 

雛カウンタートップは flmtflffi 化6板 (JIS K 6903) と m 以上の■熱性が》るものを使用してください. 

ニス弓 Iff の b のは K 色しますので使わないでください • 

MacMuns がシステムキッチンの金 u と讓鱸する場 d « kncob 中の金顧（メタルラスなど）とシステムキッチン 
の金厲部を播触しないようにするか.または » S (0 金厲部 tf システムキ：チンの金 ■» に播觼しないように取り付けて 
ください， 

參® a は水平に »■ してください 

ms は火災可燃■との卿 no ように麵して取〇付けてください • 


■クッキングヒーターは火災予防上.可燃相との間を®のよう 1 C 
難して投臞してください， 


■£12寸法がとれなし壩含には.不燃材に 
よる防熱板を取り付けてください. 

























システムキッチンの加工寸法 {mtL : mm) 


600以上 



籲*1、來2の寸法は製品寸法ですので.この部分への突 g 物がないようにしてくた•さい， 
•楽1が 270 mm の場合には • 別売の下ルーバーをこ•使用ください c 
•豪3の寸法はカウンタートップの穴位■の基準を示しこの範囲であれば设1■できます。 
•*4が 30 mm の場合には、別売の上ルーパーをこ•使用ください。 


製品寸法図 (単位： mm ) 


E 


t 面図 


599 


後面図| 



設置前の準備 


※金属端面が多いため、けがをしないように注意してください。 


1 「設 H エ學をされる方へのお願い （2 ページ） J を 
参照し、付属品の確認をする 


] ースタードア、受皿、焼網を取り外す 

>とつてを持って引き出し》そのまま斜め上に引5上げる。 


吸•排気カバ- 


3 吸•排気カバーを取り外す 


□—スタート^ 

Vgnn I 

l ——酬 


キャビネットの背面に背板がある場合は、次の加工を行ってください 


カウンタートツプと背板の間 （•:• 1 ) が 50 mm 以下の場合は、後固定金具が通るよう切り欠きを投けてください。 


カウンタートップの取付穴(460} 


〈正面断面図〉 


カウンタートッブ 


カウンタート：/プの取付穴 (560) 


► ゾ，ダ‘、で部 


100 UU: 


後固定金貝 


カウンタートップと背板の間 


















カウンタートッブに本体の前面を挿入してから全体をはめ込む 


•はめ込み時は.的面の操作パネル部をカウンター 
トップに当てないように注*してください。 

(傷がつ <际因） 

•格为コードを本体肤面とキャビネットの問に挟ま 
ないようご注*ください • 

•カウンタートップと本体のトッププレートのすき闞 
が全圓にないことを確認してください • 

カウンタートップが反つているなどですき ra かある 
埤合は別充のボウスイテープ ( HTC *4 CB 031 
メーカー希3小禿®格500円 / 

(2002 年11月現在)）を用い / 

すき两を塞いでくだごい。 ( ^ 

(水浸入防止のため） / rsc 


断面図 


カウンター 

トップ 




本体の前面 

糸 K らみに喿0上げないよう. 

フラット部に セツ トしてくださし、 


3上ルーバーを取り付け、本体の位 B を调整する 

•ぞ右侧面の S し込み口に.上ルーパーの突起部を 
«し込んでください。 

•上ルーバーとキ P ビネ ッ トの左右侧面とのすき W 
が均一になるように本体位 H を明節してください。 
•キャビネットの麻面と本体の的面が合うように. 
本体の位»を調節してください B 



本体を固定する 

後固定金具（本体に取り付け済み）の固定 



吸 • 排気カバー、□ースタードア、受皿、焼網を取り付ける 

•趿 • 排気カバーを取〇付けてください 

•□ースタードア•受皿 • 嫌網を取り付けてください e 



6 


7 






ロースタードアのテープ止めを外したか確 K してください。 



fb —スター靡内*トッププレート上に捆色材がないか確 E してくさい • 



|"アースエ爭 （D 推接地エ寧）をしましたか。 



«箱ブレーカーの設鼸をしましたか。 



1プラグを接規しましたか。 

1 .. ■し —■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■丨 ■ ■ 




1•クッキングヒーター用の霉»電圧が「雄相200V」であることを必ず HE® してください* 

(霉圧異常の埸合は C S 丨を表示します） 

♦レンジフード連動システム対応のレンジフードと姐み合わせて設謳の場合は.レンジフード单体で 
正常に動作することを確 KU 停止させてください r また、送信部を鍋などでさえぎらないようにし 
てください。 

2箱®スイツチを「入」にしてください 

^ 參 ランプが点灯する = 

3各ヒーターまたはロースターを「入』にして、動作を確認してください < 

(1) 左右ヒーター（川ヒーター〉 

絹にコップ1杯程度 （ 1 80mL) の水を入れ. 
ヒーターの中央に蘭き.ダイヤルを押し出 
し、回してくださし、。 

※級を a かないと通 a しません。 

參 リングライトが点灯しトッププレート 
k の液®表示が指色となり，火力 「7J と 
k 表示します，しばらくすると，お湧び 
f 港とうします， 

r •レンジフードが目動的に®灌「中」で 
理呍します。※1 

(2) 中央ヒーター（クイックラジエントヒーター） 
中央ヒーターのダイヤルを押し出し.回し 
てください • 

※ロースターとの同時使用は出来ません 0 

•リングライトとトッププレー ND 火力表 

L 示ランプが点灯し,杓4秒後にヒーター 

I が赤熱します。 

r •レンジフードが目動的に®« r 中 j で 
運転します。※1 

(3) 口ースター 

手動キーを枰しその後.□ースターのスター 
トキーを押してください。 

※中央ヒーターとの网時使用は出来ません。 

L 參 ロースターランプと焼ぎかげんランプ 

V の嚷」が点 a しま T: 

f 參 レンジフードが目動的に風應 r 中 j で 
邏転します.，.ミ -1 

(4) す^ T の匕一^-と□-スターを停止してください • 

左•右ヒーター.中央ヒーターのダイヤルを 
押し込む。またロースターのスタート キー 
を押して停止してください* 

k 參 u ングライト•火力表示•遇 a ランプ 
k が消：〇します c (通拓時間によっては 

f 鬲浥注 s 表示をします，） 

r •レンジフードが W 3 分後目動停止します • 《2 

杂1レンジフードが停止中に.ヒーターを通毎開始した堪合です。 

*K2. レンジフード邏動システム対応のレンジフードを組み合わせた場合です • 


籲確認終了後は必ず電源スイッチを「切」にしてください。 

籲試運転で付属の天ぶら鍋を使用した場合は、水気を十分に切り、内側に軽く食用油をぬって 

ください。 （サビ防止のため， 


© 日立ホーム&ライフソリューション株式会社 



♦通窃をする前にロースター庙内.トッププレートの上に掘包?才がないことを必ず確認してください。 
籲 ssa ェ®終了後，次の手順で確認してください。 
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